
■50㎐地域
■60㎐地域

新信濃変電所
（東京電力パワーグリッド）
長野県東筑摩郡朝日村
　　　　  60万kW

東清水変電所
（中部電力）
静岡県静岡市清水区
　　　　  30万kW

変換能力

変換能力

佐久間周波数変換所
（電源開発）
静岡県浜松市天竜区
　　　　  30万kW変換能力

変換能力は2019年9月現在
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東
日
本
と
西
日
本
で

周
波
数
が
異
な
る
日
本
の
電
気
。

日
本
に
は
、
異
な
る
周
波
数
の
電
気
を
つ
な
ぐ

周
波
数
変
換
設
備
が
３
カ
所
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
最
大
規
模
の
変
換
能
力
を
も
つ
の
が
、

長
野
県
朝
日
村
に
あ
る

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株
式
会
社
の

「
新
信
濃
変
電
所
周
波
数
変
換
設
備
」
で
す
。

今
回
は
、
東
北
大
学
工
学
部
に
在
籍
す
る

学
生
の
方
に
協
力
い
た
だ
き
、

周
波
数
変
換
設
備
の
役
割
や
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る

変
換
設
備
新
設
工
事
に
つ
い
て

取
材
し
ま
し
た
。

東
西
の
電
力
を
つ
な
ぎ
、

安
定
供
給
を
支
え
る

「
新
信
濃
変
電
所 

周
波
数
変
換
設
備
」

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

新
信
濃
変
電
所

今
回
の
訪
問
先

エネルギー施設訪問❸

東北大学工学部3年

帆
ほ

足
あし

 莉
り

子
こ

さん

今回取材した人

直流を交流に変換したり、交流を直流に変換する変換設備（新設工事中のFC）

　「
新
信
濃
変
電
所
」
は
、
周

り
を
野
菜
畑
に
囲
ま
れ
た
約

23
万
㎡
の
広
大
な
敷
地
に
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
周
波
数
変

換
設
備
を
備
え
た
重
要
拠
点

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
京
電
力

パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株
式
会
社
の

数
あ
る
変
電
所
の
な
か
で
も
唯

一
、
有
人
の
24
時
間
監
視
体
制

の
変
電
所
で
、
現
在
27
名
の

社
員
が
働
い
て
い
ま
す
。

　
変
電
所
と
し
て
の
役
割
は
、

長
野
県
エ
リ
ア
に
あ
る
三
つ
の

揚
水
式
水
力
発
電
所
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
電
力
を
、
５
０
０
kV

の
送
電
線
で
首
都
圏
に
送
電
。

ま
た
、
夜
間
に
は
翌
日
の
発
電

運
転
に
備
え
、
揚
水
式
水
力
発

電
所
に
電
力
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
周
波
数
変
換
設
備
は

１
９
７
７
年
の
変
換
設
備
運

用
開
始
以
降
、
東
日
本
側
と

西
日
本
側
で
50
Hz
、
60
Hz
と
周

波
数
の
異
な
る
電
気
の
や
り
と

り
を
行
う
た
め
、
東
西
の
電
力

融
通
を
行
う
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
１
１
年
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
を
契
機
に
、
設
備

の
重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　　
今
回
は
、
東
北
大
学
工
学

部
の
帆
足
莉
子
さ
ん
が
、
新
信

濃
変
電
所
を
訪
問
し
、
最
初

に
変
換
設
備
の
役
割
や
運
用

な
ど
に
つ
い
て
山
梨
総
支
社
新

信
濃
変
電
所
長
の
中
澤
英
二

さ
ん
に
ご
説
明
い
た
だ
き
、
疑

問
を
投
げ
か
け
な
が
ら
熱
心
に

取
材
し
ま
し
た
。

帆
足
さ
ん 

一
つ
の
国
の
な
か

で
電
気
の
周
波
数
が
異
な
っ

て
い
る
の
は
、
世
界
的
に
も
珍

し
い
こ
と
だ
と
聞
い
た
の
で
す

が
、
日
本
は
な
ぜ
、
周
波
数
が

エネルギー、学びの場  　新信濃変電所  周波数変換設備

50
Hz
と
60
Hz
に
分
か
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

中
澤
さ
ん 

明
治
時
代
、
日
本

で
電
気
が
普
及
し
始
め
た
頃

は
、
全
国
に
数
多
く
の
電
力
会

社
が
営
業
し
て
い
ま
し
た
。
当

時
、
東
日
本
に
あ
る
会
社
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
50
Hz
の
発
電

機
を
輸
入
し
、
西
日
本
に
あ

る
会
社
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
60
Hz

の
発
電
機
を
輸
入
し
て
お
り
、

徐
々
に
広
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

過
去
に
何
度
か
周
波
数
の
統
一

が
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
莫
大

な
費
用
と
時
間
が
か
か
る
た

め
、
現
在
の
よ
う
な
二
つ
の
周

波
数
と
な
り
ま
し
た
。

帆
足
さ
ん 

周
波
数
が
異
な
る
電

気
は
、
ど
の
よ
う
に
変
換
し
て

送
電
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
澤
さ
ん 

変
電
所
に
送
ら
れ

て
く
る
電
気
は
交
流
で
す
が
、

交
流
の
ま
ま
で
は
周
波
数
を

自
在
に
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
周
波

二
つ
の
役
割
を
担
う
重
要
拠
点

～
変
電
所
と
周
波
数
変
換
所
～

新信濃変電所

事 業 者

所 在 地
敷 地 面 積
認 可 出 力

送 電 線

主 要 変 圧 器
周波数変換設備

／

／
／
／

／

／
／

東京電力パワーグリッド株式会社

長野県東筑摩郡朝日村
約23万㎡
変電設備　300万kVA
周波数変換設備　60万kW
500kV（50Hz）　2回線
275kV（50Hz）　3回線　 （60Hz）　2回線
500kV/275kV  100万kVA  3群
30万kW　2ユニット

新信濃変電所新信濃変電所 長野県

北陸
新幹線

大
糸
線

飯
田
線

中
央
本
線

長野

松本
塩尻

日本の周波数変換設備

（首都圏エリアで送配電ネットワークを活用し、
電力の供給等を行う送配電事業会社で、東京電力
ホールディングスの100%子会社）
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直流リアクトル

変換用変圧器

60㎐275kV系統50㎐275kV系統

変換用変圧器

変圧器

遮断器遮断器

遮断器

同期調相機
高調波フィルター高調波フィルター

交流電圧
1号…56kV
2号…56kV

60㎐側
サイリスタ
バルブ

60㎐側
サイリスタ
バルブ

50㎐側
サイリスタ
バルブ

50㎐側
サイリスタ
バルブ

交流交流交流交流

制御装置

直流電圧125kV
直流電流 1号…2400A

2号…2400A

なめらかな
直流電力に変換

昇圧

交流を直流に
変換しやすい
ように降圧

50㎐の交流に
逆変換

RC

周波数変換のしくみ（60㎐側から 50㎐側に電力を送る場合）

50㎐側 60㎐側

※50㎐側から60㎐側へ電力を送る場合も同じしくみで変換を行います。

　　3132　　ひろば　496 号

数
変
換
設
備
（
Ｆ
Ｃ
）
で
は
、

60
Hz
の
場
合
は
交
流
の
電
気

を
一
度
直
流
に
変
換
し
、
そ

れ
を
50
Hz
の
交
流
の
電
気
に

換
え
て
い
ま
す
。
交
流
と
直

流
を
相
互
に
変
換
す
る
装
置

を
「
サ
イ
リ
ス
タ
バ
ル
ブ
」
と

い
い
、「
新
信
濃
変
電
所
」
に

は
現
在
１
号
F
C
と
、
２
号

F
C
の
２
台
が
設
置
さ
れ
て

い
て
、
各
30
万
kW
で
合
わ
せ
て

60
万
kW
の
変
換
能
力
を
持
っ

て
い
ま
す
。

帆
足
さ
ん 

１
号
F
C
と
２
号

F
C
は
、
通
常
は
そ
れ
ぞ
れ
ど

の
よ
う
な
運
用
を
し
て
い
る
の

で
す
か
。

中
澤
さ
ん 

１
号
F
C
は
通
常
、

緊
急
時
の
電
力
融
通
に
備
え
て

待
機
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
常
時
は
電
気
の
や
り
取
り
を

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
50
Hz
か

60
Hz
ど
ち
ら
か
の
系
統
で
周
波

数
が
下
が
っ
た
場
合
な
ど
は
、

下
が
っ
た
方
に
自
動
で
電
力
を

送
る
こ
と
の
で
き
る
装
置
が
付

い
て
お
り
、
電
力
の
安
定
供
給

に
寄
与
し
て
い
る
設
備
で
す
。

２
号
F
C
は
、
電
力
小
売
自
由

化
の
範
囲
が
拡
大
し
た
こ
と
に

よ
り
、
卸
電
力
市
場
取
引
に
開

放
さ
れ
、
国
の
中
立
的
な
組
織

で
あ
る
「
電
力
広
域
的
運
営
推

進
機
関
」（
広
域
機
関
）
の
指

示
に
基
づ
き
、
ほ
ぼ
３
６
５
日
、

24
時
間
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
電
力
取
引
は
契
約
ご
と
に
取

引
量
や
時
間
が
さ
ま
ざ
ま
で
、

30
分
単
位
で
融
通
量
が
変
化
し

て
い
き
ま
す
。
１
日
の
間
で
も

電
気
の
流
れ
が
時
間
帯
に
よ
っ

て
は
50
Hz
側
か
ら
60
Hz
側
だ
っ

た
り
、
そ
の
逆
の
50
Hz
側
か
ら

60
Hz
側
に
変
わ
っ
た
り
し
ま
す
。

帆
足
さ
ん 

電
力
需
給
が
ひ
っ

迫
し
た
際
に
は
ど
の
よ
う
な

運
用
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

中
澤
さ
ん 

需
給
ひ
っ
迫
時
の

融
通
は
広
域
機
関
の
指
示
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
需
給
ひ
っ
迫
の
改

善
に
必
要
と
な
る
電
気
の
供

給
に
つ
い
て
時
間
、
量
、
連

系
線
の
送
電
可
能
量
、
時
間

的
余
裕
な
ど
を
考
慮
し
、
電

力
会
社
（
一
般
送
配
電
事
業

者
）
に
指
示
が
出
さ
れ
ま
す
。

帆
足
さ
ん 

東
日
本
大
震
災
の

時
、
周
波
数
変
換
設
備
は
ど

の
よ
う
な
運
用
を
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。

中
澤
さ
ん 

震
災
発
生
直
後
に

は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

だ
け
で
な
く
、
東
日
本
の
太
平

洋
側
に
あ
る
多
く
の
火
力
発
電

所
が
被
害
を
受
け
停
止
し
た
こ

と
に
よ
り
、
電
力
需
要
に
対
し

供
給
量
が
少
な
く
な
っ
た
た
め

周
波
数
が
大
き
く
下
が
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
通
常
ど
お
り

待
機
状
態
だ
っ
た
１
号
F
C

は
、
緊
急
時
の
融
通
装
置
が

働
い
て
、
す
ぐ
に
最
大
出
力
の

30
万
kW
を
融
通
し
ま
し
た
。
２

号
F
C
も
緊
急
事
態
と
い
う

こ
と
で
同
様
に
30
万
kW
融
通
を

行
い
、
３
月
11
日
以
降
５
月
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
前
ま
で

は
合
計
60
万
kW
を
50
Hz
側
に

送
り
続
け
て
い
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

急
激
に
電
力
の
供
給
力
が
不

足
す
る
事
態
が
発
生
。
東
京

や
神
奈
川
な
ど
の
首
都
圏
の

一
部
で
は
計
画
停
電
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
新
信
濃
変
電

所
を
は
じ
め
と
す
る
、
三
つ

の
周
波
数
変
換
所
は
、
変
換

能
力
を
フ
ル
活
用
し
、
西
日

本
側
か
ら
電
力
を
送
り
続
け

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
変

換
能
力
の
増
強
に
関
す
る
議

論
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
新
信
濃
変
電
所
で

は
、
90
万
kW
の
周
波
数
変
換

設
備
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、

長
野
～
岐
阜
間
を
連
系
す
る

「
直
流
連
系
線
」
の
建
設
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。
運
用
開

始
は
２
０
２
１
年
３
月
を
目

指
し
て
お
り
、
完
成
す
る
と

全景パネルを見ながら、中澤所長より新信濃変電所の概要に
ついて説明を受ける帆足さん。

新設するFCの建屋は外壁材と屋根
材を同じにし、コンクリートの養生期
間不足による冬季のひび割れ対策と
してガルバリウム鋼板を使用。

運転中のサイリスタバルブの熱
を除く冷却装置。寒冷地のた
め冷却水は不凍液を使用して
いる。

震
災
を
踏
ま
え
た
大
規
模
災
害
発

生
時
の
安
定
供
給
へ
の
取
り
組
み

～
周
波
数
変
換
設
備
新
設
工
事
～

東
西
の
変
換
能
力
の
合
計
は

2
1
0
万
kW
と
な
り
ま
す
。

　
広
域
機
関
で
は
、
２
０
２
７

年
度
ま
で
に
、
さ
ら
に
90
万

kW
の
連
系
能
力
の
増
強
（
東

清
水
60
万
kW
、
佐
久
間
30
万

kW
）
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
新
信
濃
変
電
所
で

行
わ
れ
て
い
る
変
換
設
備
新

設
工
事
に
つ
い
て
、
工
務
部
送

変
電
建
設
セ
ン
タ
ー
東
西
連

系
線
新
信
濃
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
藤
岡
慎
太
郎
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

帆
足
さ
ん 
今
回
の
工
事
に
お

け
る
増
加
容
量
が
90
万
kW
に
決

ま
っ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理

由
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

藤
岡
さ
ん 

2
0
1
2
年
に
発

足
し
た
国
の
「
地
域
間
連
系

線
等
の
強
化
に
関
す
る
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
研
究
会
」
の
中

で
、
今
後
東
日
本
大
震
災
規

模
の
地
震
が
発
生
し
て
も
計

変電所本館より。左奥が新設工事中のFC、中央奥が1号FC。

左側が50㎐、右側が60㎐のサイリスタバルブ（1号FC）



エネルギー、学びの場  　新信濃変電所  周波数変換設備

水力発電所500kV送電線
275kV送電線

中部電力

中部電力

東京電力

東京電力

飛騨信濃直流幹線工事の系統図

東京電力施工
中部電力施工

FC
交直変換器

水殿
安曇 新高瀨川

中部側
飛騨変換所
新設

東京側
90万kW変換器

増設

FC60万kW

新信濃変電所

飛騨信濃直流幹線新設　90㎞ 安曇幹線
500kV 送電線増強
（一部区間）
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画
停
電
を
回
避
で
き
る
よ
う
、

費
用
対
効
果
や
電
源
停
止
リ

ス
ク
、
工
事
費
と
工
期
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
点
を
考
慮
し
、

一
番
効
果
の
あ
る
容
量
、
地

点
な
ど
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
90
万
kW
の
変
換

設
備
を
新
信
濃
変
電
所
に
新

た
に
設
置
す
る
こ
と
に
決
ま

り
ま
し
た
。

帆
足
さ
ん 

90
万
kW
増
強
し
た

変
換
設
備
が
ど
の
よ
う
に
送

電
線
に
連
系
さ
れ
る
の
か
、
工

事
の
概
要
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

藤
岡
さ
ん 

新
信
濃
変
電
所

と
、
中
部
電
力
が
新
設
す
る

「
飛
騨
変
換
所
」（
岐
阜
県
高
山

市
）
に
そ
れ
ぞ
れ
変
換
設
備
を

設
け
、両
地
点
間
の
約
90
㎞
を
、

２
０
０
kV
の
直
流
送
電
線
「
飛

騨
信
濃
直
流
幹
線
」
で
結
ぶ

計
画
で
す
。

帆
足
さ
ん 
工
事
を
行
う
う
え

で
何
か
工
夫
さ
れ
て
い
る
点
は

あ
り
ま
す
か
。

藤
岡
さ
ん 

今
回
設
置
さ
れ
る

Ｆ
Ｃ
の
基
本
的
な
構
成
は
既
存

の
１
号
Ｆ
Ｃ
、
２
号
Ｆ
Ｃ
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。
コ
ス
ト
低
減
の

た
め
、
既
存
の
技
術
を
使
い
効

率
化
を
図
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に

サ
イ
リ
ス
タ
バ
ル
ブ
に
は
、
１

号
Ｆ
Ｃ
と
同
じ
部
品
を
共
有

　

大
学
で
は
、
放
射
線
の
高
度
利
用

に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
医
療

や
環
境
分
野
へ
の
応
用
に
関
す
る
専

門
的
な
知
識
を
深
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

放
射
線
を
学
ぶ
道
に
進
ん
だ
の

は
、
東
日
本
大
震
災
が
き
っ
か
け
で

す
。
当
時
、
私
は
小
学
６
年
生
で
し

た
が
ニ
ュ
ー
ス
番
組
な
ど
で
見
る
映

像
は
衝
撃
で
し
た
。
災
害
時
の
社
会

的
混
乱
か
ら
卒
業
式
は
行
わ
れ
ず
、

卒
業
証
書
が
郵
送
さ
れ
て
き
た
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
と
て
も
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
直
後
は
し
ば
ら
く
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
電
気
や
ガ

ス
の
あ
り
が
た
み
を
実
感
し
ま
し
た
。

私
の
住
ん
で
い
る
地
区
で
は
電
気
の
復

旧
は
比
較
的
早
か
っ
た
の
で
す
が
、
家

に
明
か
り
が
つ
い
た
時
は
本
当
に
ホ
ッ

と
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
経
験
も
あ
り
、
今
回
の

施
設
訪
問
は
非
常
に
興
味
が
あ
り
ま

し
た
。
震
災
時
、
東
日
本
の
電
力
不

足
に
対
し
て
は
、
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
周
波
数
変
換
施
設
を
通
じ
、
西

日
本
か
ら
電
気
を
送
り
続
け
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
最
大
出
力
で
西
日
本
か
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ら
電
気
を
送
っ
て
も
電
力
が
足
り
ず
、

首
都
圏
で
の
計
画
停
電
な
ど
で
混
乱

が
生
じ
た
の
も
事
実
で
す
。
現
在
行
わ

れ
て
い
る
工
事
に
よ
り
変
換
能
力
を
増

強
す
る
こ
と
で
、
今
後
大
規
模
災
害

な
ど
が
起
こ
っ
た
時
に
は
、
混
乱
が
少

し
で
も
緩
和
さ
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

設
備
の
説
明
を
受
け
て
関
心
を

持
っ
た
の
は
、
過
去
の
災
害
や
自
然

現
象
の
教
訓
を
生
か
し
、
耐
震
性
や

凍
結
防
止
な
ど
に
配
慮
し
た
工
夫
が

至
る
と
こ
ろ
で
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
単
に
新
た
な
技
術
を
導
入
す
る

だ
け
で
な
く
、
過
去
の
知
見
や
技
術

を
生
か
し
な
が
ら
よ
り
効
果
的
・
効
率

的
な
運
用
を
図
っ
て
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
私
も
機
械
系
の
研

究
を
し
て
い
る
学
生
な
の
で
、
こ
の
よ

う
な
地
域
性
な
ど
を
踏
ま
え
た
技
術

に
基
づ
い
て
設
備
が
損
壊
し

な
い
よ
う
設
計
を
行
っ
て
い

ま
す
。

帆
足
さ
ん 

今
回
の
工
事
に
関

す
る
費
用
負
担
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

藤
岡
さ
ん 

周
波
数
変
換
設
備

建
設
に
関
わ
る
費
用
に
関
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
１
号
、
２

号
Ｆ
Ｃ
同
様
、
受
益
者
負
担
の

観
点
か
ら
沖
縄
電
力
を
除
く
一

般
電
気
事
業
者
９
社
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
増
強
に
よ
り
期
待

で
き
る
効
果
と
し
て
、
広
域

災
害
な
ど
の
非
常
時
に
お
け

る
安
定
供
給
と
、
通
常
時
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
分

散
型
電
源
の
活
用
、
電
力
取

引
の
観
点
か
ら
は
、
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
（
系
統
混
雑
）
の
緩

和
に
よ
っ
て
、
国
全
体
で
見

た
電
力
コ
ス
ト
の
低
減
を
挙

げ
る
中
澤
所
長
。

　「
新
信
濃
変
電
所
は
周
波

数
変
換
設
備
を
併
設
す
る
特

殊
な
施
設
で
す
。
東
西
連
系

の
拠
点
と
し
て
、
全
国
の
電

力
会
社
さ
ん
か
ら
任
さ
れ
て

に
と
て
も
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
変
電
所
や
原
子

力
発
電
所
な
ど
の
電
力
施
設
に
限
ら

ず
、
公
共
施
設
の
建
設
に
伴
う
周
辺

住
民
か
ら
の
反
発
の
問
題
が
多
く
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、新
信
濃
変
電
所
は
、

増
強
に
伴
う
土
地
の
追
加
取
得
や
工

事
な
ど
に
つ
い
て
も
、
近
隣
地
域
の
住

民
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

よ
く
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
感
動

し
ま
し
た
。
地
域
と
の
協
調
は
、
設
備

の
建
設
や
そ
の
後
の
維
持
管
理
に
も

大
事
な
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
、
こ
の
分
野
に
近
い
電
力

系
の
研
究
室
も
近
く
に
あ
り
、
交
流

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
見
学
を
機

に
私
も
積
極
的
に
知
識
を
深
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
が
低
減
さ
れ

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
建
屋
や
装
置
な
ど

は
寒
冷
地
で
あ
る
こ
と
を
考
慮

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
Ｆ
Ｃ
は
で
き
る
だ

け
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
よ
う

設
計
し
ま
し
た
が
、
変
電
所

敷
地
内
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
が

足
り
な
か
っ
た
た
め
、
隣
接

す
る
約
７
０
０
０
㎡
の
用
地

を
取
得
し
、
造
成
し
て
設
備

を
建
設
し
て
い
ま
す
。

帆
足
さ
ん 

工
事
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
課
題
と
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

藤
岡
さ
ん 

今
回
の
工
事
は
、

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け

に
決
ま
っ
た
経
緯
も
あ
り
ま

す
の
で
、
耐
震
性
は
意
識
し

ま
し
た
。
最
新
の
知
見
を
も

と
に
新
信
濃
変
電
所
で
発
生

し
得
る
最
大
地
震
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
そ
の
結
果

新設される直流送電線引出設備周辺にて、藤岡グループマネー
ジャーより説明を受ける。

い
る
重
要
な
設
備
を
い
か
に

ト
ラ
ブ
ル
な
く
安
全
に
安
定

運
転
す
る
か
と
い
う
と
こ
ろ

に
一
番
力
を
注
い
で
い
ま
す
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

　
藤
岡
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は「
東

日
本
大
震
災
の
反
省
を
踏
ま

え
て
の
増
強
で
す
の
で
、
社

会
的
に
も
大
き
な
意
味
が
あ

り
や
り
が
い
も
あ
り
ま
す
。

計
画
ど
お
り
2
0
2
1
年
3

月
に
運
用
を
開
始
し
、
電
力

の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
こ

と
で
社
会
に
貢
献
し
た
い
」

と
熱
を
込
め
て
話
し
て
い
ま

し
た
。


